
vol.65　2014 年４月21日発行 vol.65　2014 年３月定例会 1617

群馬県群馬県

玉村町

茨城県茨城県

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

の
崩
壊
で
農
業
被

害
は
最
大
に

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

茨
城
町
は
ど
ん
な
町
？

　

茨
城
町
は
、
茨
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
水
戸
市
の
南
に
隣
接
す
る
水
と

緑
に
囲
ま
れ
た
田
園
都
市
で
す
。
人
口
は

玉
村
町
よ
り
３
０
０
０
人
ほ
ど
少
な
い
約

３
万
４
０
０
０
人
で
す
が
、
面
積
は
玉
村
町

の
５
倍
近
い
約
１
２
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
広
大
な
町
で
す
。
鉄
道
は
通
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
町
北
部
を
北
関
東
自
動
車
道
が
通

り
、
２
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
周
辺
を
中
心
に
飛
躍
的
な
発
展

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

友好交流都市「茨城町」の

　まちづくりを視察

　

玉
村
町
に
と
っ
て
３
番
目
の

友
好
交
流
都
市
と
な
っ
た
茨
城

町
は
、
北
関
東
自
動
車
道
を
利

用
す
れ
ば
２
時
間
程
度
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
野
県
山

ノ
内
町
・
昭
和
村
と
は
ま
た
違
っ

た
特
徴
を
持
つ
自
治
体
と
の
交

流
を
始
め
る
に
当
た
り
、
自
治

体
同
士
で
補
完
関
係
を
見
出
し
、

互
恵
と
互
敬
の
関
係
に
な
る
よ

う
、
多
く
の
住
民
同
士
の
交
流

を
促
進
し
た
い
も
の
で
す
。

茨
城
町
の
ま
ち
づ
く
り

　

茨
城
町
の
東
部
に
は
、
湖
面
積
全
国
第
30
位
の
涸ひ

沼ぬ
ま

が
あ
り
ま
す
。

涸
沼
は
汽
水
湖
︵
※
湖
水
に
海
水
が
混
入
し
て
い
る
湖
︶
で
あ
り
、
全
国

的
に
も
有
名
な
ト
マ
ト
・
し
じ
み
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
希
少
植
物
・

昆
虫
・
鳥
類
・
魚
類
が
多
く
生
息
す
る
動
植
物
の
宝
庫
で
も
あ
り
、
平
成

27
年
度
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
に
向
け
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

涸
沼
周
辺
に
は
、
自
然
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ジ
ャ
ー
や
キ
ャ

ン
プ
施
設
も
あ
り
、
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
半
分
が
農
地
で
、
数
々
の
高
品
質
な
農
産
物
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

特
に
メ
ロ
ン
は
茨
城
県
の
銘
柄
産
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
他
に
も
イ
チ

ゴ
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
ト
マ
ト
・
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
が
産
出
さ
れ
、
６
次
産
業

化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

総 務 常任委員会

まとめ

委　員　長　石　川　眞　男
副委員長　笠　原　則　孝
委　　員　斉　藤　嘉　和
　　　　　筑　井　あ　け　み
　　　　　島　田　榮　一

今
回
は
、
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
、
今
年
１
月

７
日
に
友
好
交
流
都
市

協
定
を
結
ん
だ
茨
城
県

茨
城
町
を
視
察
し
ま

し
た
。

農業作物と施設の雪害甚大

再建への道筋、支援は万全に

経 済 建 設 常任委員会

委　員　長　備前島久仁子
副委員長　町　田　宗　宏
委　　員　石　内　國　雄
委　　員　髙　橋　茂　樹
委　　員　川　端　宏　和

定
住
促
進
の

た
め
、﹁
桜
の
郷

み
な
み
台
﹂
宅
地

分
譲
中

﹁
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ー

ム
ど
き
ど
き
﹂
に
は
、

地
元
産
の
農
産
物
が

ズ
ラ
リ

玉
村
町
の
被
害
状
況

　

観
測
史
上
記
録
的
な
積
雪
量
と

な
っ
た
２
月
の
大
雪
に
よ
り
、
玉
村

町
の
農
業
は
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の

農
業
用
施
設
と
農
作
物
を
合
わ
せ
、

２
億
７
０
０
０
万
円
を
超
え
る
甚
大
な

被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
事
業
所
・
企
業
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
を
通
じ
て
被
害
状
況
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
商
工
会
に
加
入
し

て
い
る
事
業
所
以
外
の
被
害
に
つ
い
て

は
、
把
握
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

大
雪
に
よ
る
被
害
は
、
農
業
を
は
じ
め
、
企
業
・

事
業
所
・
一
般
住
宅
等
、
町
内
全
体
に
及
ん
で
い

ま
す
。
農
業
・
企
業
に
対
し
て
は
経
済
産
業
課
、

一
般
住
宅
や
車
庫
等
に
つ
い
て
は
生
活
環
境
安
全

課
が
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
窓
口
を
一
本
化
し
、

町
全
体
の
被
害
状
況
を
総
括
的
に
把
握
す
べ
き
で

な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
倒
壊
し
た

ハ
ウ
ス
等
の
撤
去
や
廃
材
の
運
搬
な
ど
農
業
者
へ

の
支
援
を
し
っ
か
り
行
い
、
再
建
へ
の
道
筋
を
全

力
で
示
し
て
い
く
よ
う
望
み
ま
す
。

被
害
に
対
す
る
支
援
策

　

農
林
水
産
省
は
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
再
建
・
修
繕

へ
の
助
成
と
し
て
、
国
が
50
％
、
県
や
町
で
40
％
補
助

し
、
農
家
の
負
担
を
10
％
と
す
る
方
針
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
撤
去
費
用
も
、
農
家
の
負
担
が
な
い
よ

う
助
成
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
被
害
が
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
資
材
が
か
な
り

少
な
く
、
円
滑
な
供
給
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
早
期

再
建
へ
の
支
援
を
逐
次
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

　

企
業
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

まとめ
〈農作物の被害状況〉

被害戸数 被害金額
キュウリ 15戸 5077万円
トマト 8戸 4606万 3000円
ハウスナス 25戸 5729万 7000円
イチゴ 3戸 727万 6000円
セルリー 2戸 913万 5000円
シュンギク 39戸 1419万 6000円

合　　計 92戸 1億 8473万 7000円

〈農業用施設の被害状況〉
被害件数
（延べ件数） 被害金額

エコノミーハウス 24件 5338万 5000円
パイプハウス 181件 3448万 8000円
ガラスハウス 1件 29万円
畜産関係（畜舎等） 8件 290万 2000円
資材置き場（パイプハウス） 9件 25万 5000円
　　　合　　計 223件 9132万円

茨城町茨城町

今
回
は
、
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
、
２

月
の
雪
害
被
害
に

対
す
る
支
援
策
に

つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。


